
Ⅳ．参考資料（ウエイトバック集計）



１　人口構成比に基づくウエイトバック集計について

※平成23年９月１日現在

上段は基数、下段は構成比（％）

　　 　　　　　　　　　　　　　　　上段は基数、下段は構成比（％）

性別無回答欄を表示しないので男女の基数の計は全体と一致しない

　武蔵野市の人口構成比と回答者の属性を比較すると、20歳未満の人口構成比が14.6％に対し、回答

者の構成比が0.3％、20歳代は人口構成比が13.9％に対し、回答者の構成比が4.1％と少なくなってい

ます。他方、60歳代は人口構成比が11.8％に対し、回答者の構成比が18.1％、70歳代以上は人口構成

比が15.2％に対し、回答者の構成比が27.9％と多くなっています。

1,033 713

70歳代
以上

20歳
未満

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代

1,015

 (24.5)  (0.6)
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全 体
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■回答者の性・年代構成比

合 計 20歳未満 20歳代

12,598
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■武蔵野市の人口の性・年代構成比
 （※20歳未満を含めた全数）
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　そこで今回、回答者の性・年代のデータを実際の武蔵野市の性・年代人口構成比に合わせて、

データに重み付けをし再集計するウエイトバック集計を行い、補正後の全体値の結果を参考と

して掲載しています。

　なお、20歳未満の回収数は22通、自由回答の記入数は12通と少ないため、20歳未満を除いた20歳

以上における平成23年９月１日現在の武蔵野市の性・年代別の人口構成比に基づくよう、回答者の

性・年代ごとに重み付けをし、全体を10,000通回収として算出しました。

　なお、自由意見についても同様に、20歳未満を除き、自由意見の回答者の性・年代をウエイトバ

ック集計し、全体値の結果を参考として掲載しています（全体を3,000通回収として算出）。

※平成23年９月１日現在

上段は基数、下段は構成比（％）

1,024 727912 1,084

666 654 697

688

1,031 895

女 性 5,260

男 性 4,740 797

825

70歳以上

全 体 10,000 1,622 2,055 1,807 1,354 1,381 1,781

0.8599

■ウエイトバック補正後の標本数（N=10,000として算出）

全 体 20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代

1.0088 0.8828 0.9643 0.8483女 性 　　　* 3.7492

　　　*

男 性 　　　* 6.6999 2.4602 1.8261 1.6452 1.0037 0.6543

　　　* 　　　* 　　　* 　　　*全 体 　　　* 　　　*

■性・年代人口構成比に基づくウエイトバック補正値

全 体 20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

12,598

 (100.0)  (15.7)  (19.5)  (17.3)  (13.1)  (13.8)  (20.6)

11,896 10,595 7,988 8,446
女 性

61,106 9,583

7,603 8,096

 (100.0)  (16.8)  (21.7)  (18.9)  (14.1)  (13.8)  (14.7)

 (13.5)  (13.8)  (17.8)

男 性
55,075 9,263 11,976 10,396 7,741

 (100.0)  (16.2)  (20.5)  (18.1)

70歳以上

全 体
116,181 18,846 23,872 20,991 15,729 16,049 20,694

30歳代 40歳代 50歳代 60歳代

■武蔵野市の人口の性・年代構成比
 （※20歳以上のみ）

全 体 20歳未満 20歳代
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２　今後重点的にすすめてほしい施策（選択式）

（n）

1 自転車対策  (3,739)

2 災害に強いまちづくり  (3,353)

3 安全で快適な市民生活の確保  (3,265)

4 高齢者福祉  (2,838)

5 計画的な都市基盤の整備  (2,556)

6 子育て支援・青少年施策  (2,492)

7 交通対策・道路整備  (1,650)

8 小・中学校教育  (1,550)

9 環境・ごみ対策  (1,495)

10 健康増進施策  (1,401)

11 行財政改革  (1,247)

12 生涯学習・スポーツ・文化・市民活動の支援  (1,138)

13 緑化推進・公園整備  (1,120)

14 商業・農業・経済対策  (1,005)

15 障害者福祉  (705)

無回答  (21)

　武蔵野市の20歳以上の性年代の人口構成比に基づき、ウエイトバック集計を行った全体値では、「自転

車対策」が37.4％と最も高く、ついで「災害に強いまちづくり」（33.5％）、「安全で快適な市民生活の

確保」（32.6％）と続いています。

　ウエイトバック補正前では第１位であった「高齢者福祉」はウエイトバック後では28.4％で第４位とな

っています。

参考図２　分野別重点施策（５分類）（全体：ウエイトバック補正後）

参考図１  重点施策（全体：ウエイトバック補正後）
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※ ウエイトバック補正後
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３　評価できる施策（選択式）

（n）

1 生涯学習・スポーツ・文化・市民活動の支援  (3,618)

2 緑化推進・公園整備  (3,335)

3 環境・ごみ対策  (3,323)

4 自転車対策  (2,561)

5 健康増進施策  (2,089)

6 交通対策・道路整備  (1,747)

7 安全で快適な市民生活の確保  (1,628)

8 高齢者福祉  (1,468)

9 計画的な都市基盤の整備  (1,380)

10 子育て支援・青少年施策  (1,196)

11 災害に強いまちづくり  (569)

12 障害者福祉  (566)

13 商業・農業・経済対策  (557)

14 小・中学校教育  (450)

15 行財政改革  (446)

無回答  (737)

　武蔵野市の20歳以上の性年代の人口構成比に基づき、ウエイトバック集計を行った全体値では、「生涯

学習・スポーツ・文化・市民活動の支援」が36.2％と最も高く、ついで「緑化推進・公園整備」（33.3％）、

「環境・ごみ対策」（33.2％）と続いています。

参考図４　分野別評価施策（５分類）（全体：ウエイトバック補正後）

参考図３　評価施策（全体：ウエイトバック補正後）
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４　評価施策 × 重点施策分析

参考図５　評価施策 × 重点施策分析（全体：ウエイトバック補正後）
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□評価施策・重点施策 上位３項目

 自転車対策

 緑化推進・公園整備  災害に強いまちづくり

 環境・ごみ対策  安全で快適な市民生活の確保

　武蔵野市の20歳以上の性年代の人口構成比に基づき、ウエイトバック集計を行った結果、重点施策の

割合より、評価の割合が10ポイント以上上回った項目は、「生涯学習・スポーツ・文化・市民活動の支

援」（＋24.8ポイント）、「緑化推進・公園整備」（＋22.1ポイント）、「環境・ごみ対策」（＋18.2

ポイント）の３項目でした。

　反対に、重点施策の割合より評価の割合が10ポイント以上下回ったのは、「災害に強いまちづくり」

（－27.8ポイント）、「安全で快適な市民生活の確保」（－16.3ポイント）、「高齢者対策」（－13.7

ポイント）、「子育て支援・青少年施策」（－12.9ポイント）、「自転車対策」（－11.8ポイント）、

「計画的な都市基盤の整備」（－11.8ポイント）、「小・中学校教育」（－11.0ポイント）の７項目で

した。
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参考図６　評価施策 × 重点施策分析 （全体：ウエイトバック補正後）

　武蔵野市の20歳以上の性年代の人口構成比に基づき、ウエイトバック集計を行った結果により、評価

施策と重点施策の２項目を掛け合わせたグラフでみたところ、評価も高く、重点も高い項目（右上）は、

「自転車対策」の１項目でした。

　次に、評価は高いが、重点は低い項目（右下）は「生涯学習・スポーツ・文化・市民活動の支援」、

「環境・ごみ対策」、「緑化推進・公園整備」、「健康増進施策」、「交通対策・道路整備」の５項目で

した。

　今後、最優先で取り組むべき課題にあたる、重点は高いが、評価が低い項目（左上）は、「災害に強い

まちづくり」、「安全で快適な市民生活の確保」、「高齢者福祉」、「計画的な都市基盤の整備」、「子

育て支援・青少年施策」の５項目でした。

　最後に、重点も評価も低い項目（左下）は、「小・中学校教育」、「行財政改革」、「商業・農業・経

済対策」、「障害者福祉」の４項目でした。

　以上の評価と重点による４象限の結果は、ウエイトバック前の結果と同様でした。
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